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９月３日、H3エリアBグループ
No.4タンクの北側・南側、H3エ
リアAグループNo.10の北側の高
線量を示している箇所（右図の青
丸）の底板フランジ部にて、遮へ
い試験を実施。

タンクの内面に使用しているシー
リング材とアクリル板による遮へ
いを行うとともに、高線量部位の
目の前のコンクリート基礎面にゴ
ムマットを敷き、その効果を確認。

＜ 参 考 資 料 ＞
平成25年９月５日
東京電力株式会社Ｈ３エリアタンク放射線遮へい試験について

１．放射線遮へい試験の概要
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③ゴムシート設置

②アクリル板設置

①フランジ部シーリング底部フランジ部にシーリング材を塗布。

アクリル板（横:約15cm×縦:約10cm×厚さ:約1cm）
を１～３枚設置。

ゴムシート（横:約1.5m×縦:約1m×厚さ:約3mm）を
２枚設置。

写真の数値は、70μｍ線量当量率（ﾍﾞｰﾀ線）の値。

（単位：mSv/h）

２．遮へい試験のフロー（写真は、H3エリアBグループNo.4（北側））

平成25年９月３日撮影 東京電力株式会社

アクリル板
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線量の測定結果

＜遮へい実施前＞

H3エリアBグループNo.4（北側） 2,200mSv/h（5cm距離）※

H3エリアBグループNo.4（南側） 500mSv/h（5cm距離）※

H3エリアAグループNo.10（北側） 70mSv/h（5cm距離）※

＜遮へい実施後＞

H3エリアBグループNo.4（北側） 30mSv/h（5cm距離）※

H3エリアBグループNo.4（南側） 15mSv/h（5cm距離）※

H3エリアAグループNo.10（北側） 10mSv/h（5cm距離）※

３．遮へい実施前後の測定結果

※ 70μm線量当量率（ﾍﾞｰﾀ線）の値。

（1cm線量当量率（ｶﾞﾝﾏ線）の値は1mSv/h未満）


